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立脚期の評価　
構成要素

Initial Contact 
初期接地

Mid Stance 
立脚中期

Loading Response 
荷重応答期

Terminal Stance 
立脚終期

Pre-Swing 
前遊脚期

筋活動・関節運動も大事だけど 

その前にみる・考えることは？
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｛バイオメカニクス重心 床反力 モーメント支持基底面

衝撃吸収 重心の持ち上げ 重心の保持 重心の減速 前方推進力 下肢の持ち上げ 方向性 衝撃吸収の準備
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01関節モーメントについて

関節モーメントって何を見るの？

関節モーメントを考える上での注意点

関節モーメントを臨床的に考える

C
ontents



ある

モーメントとは

ある点または軸のまわりに運動を引き起こす力のこと



関節モーメントとは

関節 モーメント
回転させる力



因数分解すると！？

関節を回転させる力

力＝外的（外から受ける力）
内的（内から生じる力）

関節モーメント



力を因数分解すると！？

外的
関節が動かされる力

内的
関節を動かす力

重力
床反力 筋力



外的
関節が動かされる力

重力 床反力



内的
関節を動かす力

求心性 遠心性
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01関節モーメントについて

関節モーメントって何を見るの？

関節モーメントを考える上での注意点

関節を回転させる力は大きく２つある

関節モーメントを臨床的に考える

C
ontents



重力の影響 
外的モーメント

• 上から下に
• 中枢から末梢に
• 遠位部に対して近位部が動く 

ex.足部に対して下腿が
　　 下腿に対して大腿が

下肢に着目



歩行の評価　
床反力

床反力作用点(COP)は 
反力の分布によって 
位置が決まる

青：床反力 
矢印：COP



• 下（接地面）から上に
• 末梢から中枢に
• 近位部に対して遠位部が動く 

ex.下腿に対して足部が
          大腿に対して下腿が

下肢に着目 床反力の影響 
外的モーメント



重力と床反力の関係

• 重力と床反力の差分から
　　関節に加わる力をイメージ
• 重力>床反力
　　＝近位部からみる
• 重力＜床反力
　　＝遠位部からみる

下肢に着目



• Openの場合（末梢がフリー）
近位（起始部）も遠位（停止部）
も動く

• Closeの場合（末梢が接地）
動きが連動しやすい

下肢に着目筋力の影響 
外的モーメント



力の関係Open Close



関節モーメントとは

関節モーメント

重力・床反力・筋力



力の関係

重力 
10

床反力 
6

外的 
屈曲

内的 
伸展



力の関係

重力 
10

床反力 
13

外的 
伸展

内的 
伸展
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知識→臨床

重力・床反力・筋力＝関節モーメント
臨床で変えたいことは何か？
＝筋活動を促し、関節運動を起こしたい
＝動作につなげたい・動作を変えたい

何を変えることができるかを考える！
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01関節を回転させる力は大きく２つある

３つの力の関係性から考える

関節モーメントを考える上での注意点

関節モーメントって何を見るの？

関節モーメントを臨床的に考える

C
ontents



関節モーメントとは

関節モーメント

重力・床反力・筋力



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の場所・方向

• 床反力の強さ



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の場所・方向
＝各関節にどんな影響を及
ぼすか？



底屈モーメント 背屈モーメント

床反力が足関節
軸の後ろ

床反力が足関節
軸の前

踵接地 足尖接地



屈曲モーメント 伸展モーメント

床反力が膝関節
軸の後ろ

床反力が膝関節
軸の前



屈曲モーメント 伸展モーメント

床反力が股関節
軸の前

床反力が股関節
軸の後ろ



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の場所・方向
＝各関節にどんな影響を及
ぼすか？ 
→床反力の位置で関節に加
わる力が変わる



屈曲大

床反力が関節軸
に遠い

屈曲小

床反力が関節軸
に近い



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の場所・方向
＝各関節にどんな影響を及
ぼすか？ 
→レバーアームにより筋活
動量が変わる



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の強さ
＝荷重量・荷重感覚



皮膚・受容器

関節・受容器

筋・受容器



Sensory
身体で考える

受容器の感覚特性を理解する

input 
質 ルフィニ終末



圧縮力＋運動感覚

腱の伸張作用

圧縮力



足底感覚
荷重刺激

足趾・足根骨の可動性 
拡大と筋の柔軟性

固有感覚アプローチ



足底感覚
足部内在筋

⽚脚⽴位時の⾜部周囲筋群の筋活動パターン
p COPの⼩趾⽅向への誘導：⼩趾外転筋、⾜部内反筋群、前脛⾻筋
p COP⼩趾側から⺟趾側への切り替え時：⼩趾外転筋、短腓⾻筋
p COPの⺟趾⽅向への誘導：⻑腓⾻筋

McKeon PO, et al.The foot core system: a new paradigm for understanding intrinsic foot muscle function.Br J Sports Med 2015 Nakamiti et al : J. Kansai Phys. Ther. 15: 17‒21, 2015



感覚情報によってより自己身体を明瞭に

Sensory approach

運動への変換

3 1 2 5 7

40 39 身体イメージ
身体図式



力が変わる場合 下肢に着目

• 床反力の強さ
＝関節運動を知覚する 
→筋活動が起こる
→筋緊張変化を感じる
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01関節を回転させる力は大きく２つある

３つの力の関係性から考える

床反力によるモーメント変化を理解する

関節モーメントを臨床的に考える

C
ontents



屈筋の 
遠心性

屈筋の 
求心性

底屈筋の 
遠心性

底屈筋の 
求心性

基礎運動学　第5版：中村隆一・編．医歯薬出版株式会社



立脚期の評価　
構成要素

Initial Contact 
初期接地

Pre-Swing 
前遊脚期

Mid Stance 
立脚中期

Terminal Stance 
立脚終期

Loading Response 
荷重応答期



立脚期の評価　
構成要素

Initial Contact 
初期接地

外的 正常 筋活動

股関節
（屈筋）

屈曲 伸展 遠心

膝関節
（伸筋）

屈曲 屈曲 等尺（求心）

足関節
（背屈筋）

底屈 背屈 遠心



Loading Response 
荷重応答期

立脚期の評価　
構成要素

外的 正常 筋活動

股関節 
（屈筋）

屈曲 伸展 遠心

膝関節
（伸筋）

屈曲 伸展 求心

足関節
（底屈筋）

背屈 底屈 求心



立脚期の評価　
構成要素

外的 正常 筋活動

股関節 
（屈筋）

伸展 屈曲 遠心

膝関節
（伸筋）

屈曲 屈曲 等尺

足関節
（底屈筋）

背屈 底屈 遠心
Mid Stance 
立脚中期



立脚期の評価　
構成要素

外的 正常 筋活動

股関節 
（屈筋）

伸展 屈曲 遠心

膝関節
（伸筋）

屈曲 伸展 求心

足関節
（底屈筋）

背屈 底屈 遠心
Terminal Stance 

立脚終期



立脚期の評価　
構成要素

外的 正常 筋活動

股関節 
（屈筋）

伸展 屈曲 求心

膝関節
（屈筋）

屈曲 屈曲 求心

足関節
（底屈筋）

背屈 底屈 求心Pre-Swing 
前遊脚期





申込は 
こちら▶︎


